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◆ 石油石炭税

◆ 航空機燃料税

 

・石油石炭税の免除
　沖縄県内の発電の大部分は石炭と天然ガス（LNG）でまかなわれています。
　こうした石炭や天然ガスなどの化石燃料は輸入する際に石油石炭税が徴収されますが、沖縄では電気事業者が
使用するものに限り免除されます。
▶一般家庭（月間使用料 300kwh）の電気料金の引き下げ効果　153円／月（電力料金の２％）
※沖縄県の試算による

１　制度の概要
　(1)目的      沖縄におけるショッピングの魅力を高めることによる観光の振興
　(2)内容      沖縄から沖縄以外の本邦の地域へ出域する観光客に対して輸入品の関税を免除（上限：20万円）
　(3)店舗の要件　  空港内旅客ターミナル施設、港湾内旅客施設又は観光地形成促進地域の区域内にある特定販
　　　　　　　　　売施設（内閣総理大臣が指定する部分に限る。）
　(4)面積の要件　  特定販売施設について特定小売施設及び特定飲食施設の合計2,000㎡以上、免税店1,000㎡以上

２　指定の概要
　(1)特定販売施設
　　 ＤＦＳギャラリア沖縄ビル（那覇市おもろまち４丁目１番地）【店舗】11,137.37㎡
　(2)旅客ターミナル施設等
　　 ①那覇空港国内線旅客ターミナルビル本館２階の一部【店舗・引渡場所】1,428.84㎡
　　 ②那覇空港ＬＣＣターミナルの搭乗待合室の一部【引渡場所のみ】12.6 ㎡
　　 ③那覇クルーズターミナル２階の一部【引渡場所のみ】67.83㎡

　沖縄路線に係る航空機燃料税が、１㎘あたり18,000 円から9,000 円に引き下げになっていることから、航空運
賃が低下し、入域観光客数の増加につながっています。

◆沖縄型特定免税店

沖縄路線

全　国

9,000円/kℓ

18,000円/kℓ

＜減収効果＞
・沖縄路線航空機に係る減収額　　
　平成 27年度：115億円（出典：国税庁長官官房企画課税務統計航空機燃料税）
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 沖縄型特定免税店制度のスキーム

【参考】
・沖縄県の入域観光客数  平成28年度：877万人
 （23 年度比で、約 324万人増）
 （出典：沖縄県「平成 28年度沖縄県入域観光客統計概況（平成 29年）」）

 

社会資本の整備

　平成 28 年度に沖縄を訪れた外国人観光客数は初の 200 万人台を記録し、213 万人と過去最高を記録す
るなど沖縄を訪れる入域観光客数は急速に増加しています。これら観光客の受入体制を強化するため、社会
資本の整備を推進しています。

離発着の処理能力の向上を図るため、那覇空港の滑走路を増設しています。1

＜現在の那覇空港＞
　○所 在 地　 ： 沖縄県那覇市　
　○滑 走 路 　： 長さ 3,000ｍ×幅 ４５ｍ
　○空港面積　： 約 330ｈａ
　○種  　別 　 ： 拠点空港（国管理空港）
　○運用時間　： ２４時間
　○乗降客数　： 国内 1,695 万人、国際 308万人
　　　　　　  　 （平成 28年度、過去最高）

＜第２滑走路計画概要＞
　○滑 走 路  ： 長さ 2,700ｍ×幅 ６０ｍ
       　　　　  （現滑走路の1,310ｍ沖合）
　○埋立面積 ： 約 160ｈａ
　○発着回数 ： 年間約５万回増加
              　　 （13.5 万回／年→ 18.5 万回／年）※
　　　             ※ヘリコプター及び深夜離発着機は含まず
　○工事着手 ： 2014 年（平成 26年） １月
　○供用開始 ： 2020 年（平成 32年）３月末予定
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国内主要空港　旅客数（平成27年度）

那覇空港は、国内の滑走路１本の空港としては旅客数第２位。


